（第1期募集用）
	
東北大学サイバーサイエンスセンター共同研究申請書
令和5年　　月　　日
東北大学サイバーサイエンスセンター長 殿
　令和5年度 共同研究について、下記のとおり申請します。
	申 請 者
(課題代表者)
	職　名
	
	フリガナ
氏　名
	

	
	
	
	
	

	
	所　属
	

	
	連絡先
	住 所
	〒


	
	
	電 話
	
	E-mail
	

	
	
	その他の連絡先（氏名およびE-mail。申請者以外にも連絡を希望する場合）


	研究課題
	

	申請区分 *1
	□[A]若手・女性研究者支援課題
　□若手：令和5年4月1日時点（　　　）歳
　□女性
□[B]萌芽型課題
□[C]一般課題
	[B] 萌芽型課題を選択した理由 *1

	
	
	


	同一研究課題
での申請 *2
	□新規　□2年目　□3年目
	

	１．共同研究の背景（この研究を計画するに至った経緯）*3

	








	２．共同研究の目的・方法（本センターと共同研究することにより申請者が得られる効果およびセンターが得られる効果）*3
・同一研究課題2年目以降の申請の場合には、前年との違いがわかるように記載すること
・同一研究課題で他の拠点に応募している場合には、当該拠点の資源を使用する理由など、研究計画の違いを説明すること

	





・センターが得られる効果



	３．研究業績（申請者自身の研究業績および参考資料を5編以内記載）*3

	






*1：2年目以降の課題でも [B]萌芽型課題 を選択できます。[B]萌芽型課題を選択した場合は、選択理由を記載してください。
*2：同一研究課題(内容)での申請は3年を限度とします。
*3：記入スペースが足りない場合はスペースを広げてください。申請書が2ページ以上になってもかまいません。
	利用計画 *4

	サブシステム AOBA-A、クラウドサービスAOBA-C
	サブシステム AOBA-B

	①VE数
	②時間
	③本数
	VE時間（①×②×③）
	①ﾉｰﾄﾞ数
	②時間
	③本数
	ﾉｰﾄﾞ時間（①×②×③）

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	サブシステム AOBA-S（8月サービス開始予定）
	

	①VE数
	②時間
	③本数
	VE時間（①×②×③）
	

	申請時はAOBA-Sの利用計画は記入不要です。
（AOBA-Sサービス開始の頃に伺います）
	

	主な利用時期（複数チェック可）*5
	□4～6月　□7～9月　□10～12月　□1～3月　□全て　□未定

	共同研究成果報告（広報誌SENACに投稿）* 6
	令和　　　　年　　月頃に投稿


*4：利用するコンピュータ・VE/ﾉｰﾄﾞ数ごとに記入してください。記入欄が足りない場合は行を追加して記入してください。
*5：混雑予想のアンケートにご協力ください。主に利用する時期にチェックを入れてください。複数チェック可能です。
*6：共同研究終了から1年以内（令和6年4月～令和7年2月）に広報誌SENACへの投稿をお願いします。


	共同研究体制

	□既存のプロジェクトコード（　　　　　　　　）から変更なし（以下記入不要）
□新規／変更あり

	支払責任者
	氏名
	支払責任者番号 *7

	
	
	

	課題利用者 *8
	氏名
	利用者番号 *7

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


*7：番号をお持ちでない場合は「なし」と記入してください。不明の場合は空欄でも結構です。
*8：記入欄が足りない場合は行を追加して記入してください。利用開始後の追加・変更可能です。
この申請書に記載された個人情報は、法令により認められた場合を除き、当該目的以外には利用しません。

